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事 業 報 告 書 

 

Ⅰ．会社の現況に関する事項 

 

１． 事業の経過および成果 

 当期におけるわが国は、新型コロナウィルス感染拡大による企業活動の停滞や 

個人消費の低迷が続き、４~６月期に GDPは戦後最大のマイナスを記録、通年 

でも 11年ぶりのマイナス成長となりました。 

 

 このような経済情勢ではありましたが、当社卸売部門は主要な取引先が食品 

スーパーであったため追い風を受け、4％の増収を達成することができました。 

しかしながら外食産業向けに需要が鈍化した高級品の値崩れにより逆ザヤで処分 

した商品も多く、利益率は 0.7％低下しました。 

 

 一方、帯広で展開する「銀シャリ亭くまだ」については、緊急事態宣言下の 

休業や時短営業、あるいはお客様の利用自粛により売上・利益とも大きく後退し、 

厳しい経営を強いられました。しかも売上の大半を占める卸売部門が殆どの月で 

増収であったことより雇用調整助成金などの対象から外れ、損失を補てんする 

ような支援金は受給できませんでした。 

 

 以上の結果、全社の売上は前年対比 103.5%と増収になりましたが、経常利益は 

11期ぶりの赤字決算になりました。 

 

 卸売業・外食とも社会的距離を確保することや人流抑制が求められ、当社が 

得意とする人の温もりが伝わる営業スタイルが貫けなかったことより、当期は 

業績の拡大は追わず下記のような内部体制の確立に経営資源を割きました。 

 

① 銀シャリ亭くまだでは、2020年8月に新型コロナ対策のために改装を実施。 

店内を半個室に区切る大改装を行ったほか、機械換気設備の増設、入口横 

の手洗いの設置、順番待ち発券機の導入などのコロナ対策を行いました。 

② 製造部では、2020年 5月〜2021年 3月までコンサルタントを外部から 

招聘しHACCP の指導を受けました。これに基づき衛生管理の仕組みを 

整備するとともに工場の改装も行い、2021年 3月には JFS-B規格の認証 

を取得することができました。 



２． 今後の見通しと対処すべき問題 

 2021年度に入っても新型コロナウィルスの勢いは増すばかりで、北海道も 

緊急事態宣言下に置かれています。しかし出口のないトンネルはないはずで、 

ワクチンがある程度行き渡り集団免疫が獲得される今冬までには、社会生活も 

経済も正常に戻っていくものと期待しています。 

 これを念頭にコロナの状況を注視しながら、2年越しでペンディングになって 

いる外食 2号店開業の準備を進めたいと思っています。 

 また当面は営業活動にも制約があることより、引き続き内部体制の強化に 

努めて参ります。夏までには費用を投じて新たな基幹システムを導入し、事務・ 

物流作業の効率化を図るとともに、端末をリモートワークにも対応できる 

セキュリティ対策を講じたものに刷新いたします。 

 

３． 財産及び損益の状況の推移 

  
区 分 

第 66 期 第 67 期 第 68 期 

(19 年 3 月期) (20 年 3 月期) (21 年 3 月期) 

 

売上高 4,503 百万円 4,480 百万円 4,636 百万円 

 

経常利益 10 百万円 10 百万円 -26 百万円 

 

当期利益 10 百万円 10 百万円 -30 百万円 

 

１株当り当期利益 54 円 87 銭 56 円 83 銭 -248 円 95 銭 

 

総資産 1,653 百万円 1,581 百万円 1,576 百万円 

 

純資産 322 百万円 324 百万円 292 百万円 

 

Ⅱ．株式に関する事項 

１．発行済み株式の総数 １４０，０００株 

２．自己株式         ２０，０００株 

３．株主数          ６名 

 

Ⅲ．会社役員に関する事項（２０２１年５月２５日現在） 

 

 取締役並びに監査役 

氏    名 地  位 担 当 ま た は 職 務 

熊田 泰也 代表取締役社長 全般担当 

小野 満 常務取締役 営業・製造担当 

愛須 侑 監査役   

 










